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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第２四半期連結
累計期間

第101期
第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

第101期
第２四半期連結
会計期間

第100期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 74,556 57,509 36,941 28,203 154,366

経常利益又は経常損失（△）　（百

万円）
1,127 979 149 △391 3,347

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
318 361 61 △138 1,820

純資産額（百万円） － － 60,861 61,533 61,328

総資産額（百万円） － － 109,477 109,226 110,849

１株当たり純資産額（円） － － 903.92 913.84 910.85

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

4.77 5.37 0.92 △2.06 27.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額又は潜在株式

調整後１株当たり四半期純損失金

額（△）（円）

－ － － － －

自己資本比率（％） － － 55.5 56.2 55.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,327 3,701 － － 9,288

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,214 △3,175 － － △9,112

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
914 △1,253 － － 2,256

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 13,254 13,990 14,660

従業員数（人） － － 1,701 1,720 1,703

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額又は潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当第２四半期連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更しております。　　

　変更の内容については、「第５　経理の状況　１.四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報）」に記載のとお

りであります。　

 　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,720(239)

　（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託を含む。）は当第２四半期連結会計期間の平

均人員を（　）外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年９月30日現在

従業員数（人） 820     

　（注）従業員数は就業人員数であります。

なお、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略し

ております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

　　エ ネ ル ギ ー 事 業（百万円） 33 67.2

　　風  力  発  電 事 業（百万円） 191 91.1

　　そ   の   他   事 業（百万円） 73 98.5

　　　　　合　　　　　計（百万円） 298 89.2

　（注）１．エネルギー事業については当社の煉炭生産実績、風力発電事業については風力発電事業会社の電力生産実　

　　　　　　績、その他事業については㈱富士清水の飲料水生産実績であり、それぞれ実際生産金額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

　　エ ネ ル ギ ー 事 業（百万円） 21,539 70.4

　　そ   の   他   事 業（百万円） 331 110.7

　　　　　合　　　　　計（百万円） 21,871 70.8

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

　　エ ネ ル ギ ー 事 業 （百万円） 26,874 74.4

　　賃　　　　貸　 事 業 （百万円） 486 164.2

　　風  力  発  電 事 業 （百万円） 236 129.9

　　アミューズメント事 業（百万円）　　　　　　　　

　　　
293 －

　　そ　 の　 他　 事 業 （百万円） 312 87.9

　　　　合　　　　　計   （百万円） 28,203 76.3

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当第２四半期連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更したため、前年同四半期比較にあたっては前

第２四半期連結会計期間分を変更後の区分に組み替えて行っております。

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

四半期報告書

 4/27



２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（１）経営成績の分析　　

第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済情勢は、世界経済が停滞する中で企業業績の不振や雇用環境の悪

化、個人消費の低迷など依然として厳しい状況が続いております。

当社グループの主力事業であるエネルギー事業を取り巻く環境は、当社グループ主力商品であるLPガスの輸入価

格となるCP（Contract Price＝輸入通告価格）が4月以降1トンあたり400～600ドル付近を推移しており、需給余剰感

もあることから今後下落することが期待されておりますが、現状では高水準でのコスト推移や、小売市場における同

業者や他エネルギー事業者との顧客獲得競争の激化により、依然として利益確保が非常に困難な状況にあります。

こうした状況下、当社グループでは営業拠点の見直しや物流合理化策の推進等、事業効率向上施策を継続的に推進

し、また、石油製品の販路拡大による拡販に努め、新たに開業した商業施設での賃貸収入の増加等もありましたが、ア

ミューズメント事業における営業損失を補うことができませんでした。

　

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は前年同期比23.7％減の282億３百万円、営業利益は前年同期比５

億８百万円減の３億74百万円の営業損失(前年同期は１億34百万円の営業利益)、経常利益は前年同期比５億40百万円

減の３億91百万円の経常損失(前年同期は１億49百万円の経常利益)、四半期純利益につきましては、前年同期比２億

円減の１億38百万円の四半期純損失(前年同期は61百万円の四半期純利益)となりました。

事業の種類別セグメントの状況は以下のとおりですが、「ボウリング場や温浴施設等の遊戯娯楽施設の経営」につ

いては、従来「その他事業」に含めておりましたが、事業内容をより明確にするため、当第2四半期連結会計期間より

「アミューズメント事業」のセグメント名称として分離変更いたしました。よって、前年同四半期比較にあたっては、

前第2四半期連結会計期間分を変更後の区分に組み替えて行っております。

（エネルギー事業）

ＬＰガス・石油製品ともに前年同期に比べ販売価格が下落したことから、売上高は前年同期比25.6％減の268億

74百万円、営業利益は設備費用等の増加により前年同期比３億13百万円減の４億53百万円の営業損失(前年同期は

１億40百万円の営業損失)となりました。

（賃貸事業）

ＨＡＭＡＢＯＷＬ　ＥＡＳ（ハマボール・イアス）の賃貸収入増加により、売上高は前年同期比64.2％増の４億

86百万円、営業利益は前年同期比20.1％増の１億21百万円となりました。

（風力発電事業）

風況が良好であったこともあり、発電量増加で売上高は前年同期比29.9％増の２億36百万円となりましたが、連

結子会社の完全子会社化等によるのれん償却費増加や、発電所の修繕費用増加等があるものの売上高の増加により

営業損失が前年同期比６百万円減少し94百万円の営業損失(前年同期は１億円の営業損失)となりました。

（アミューズメント事業）

平成21年３月12日にグランドオープンし、営業を再開した横浜市西区の複合アミューズメント施設「ＨＡＭＡＢ

ＯＷＬ ＥＡＳ（ハマボールイアス）」内における温浴施設「ＳＰＡＥＡＳ（スパ・イアス）」、ならびに連結子

会社である株式会社ハマボールが運営するボウリング場「ハマボール」による売上高は２億93百万円、営業利益は

営業開始に伴う費用により１億24百万円の営業損失となりました。

（その他事業）

リース売上、飲料水売上ともに減少したことから、売上高は前年同期比12.1％減の３億12百万円、営業利益は前年

同期比14.2％減の３億20百万円となりました。
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（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少５億96百万円、受取手形及び売掛金の減少22億69

百万円、有形固定資産の減少10億36百万円、無形固定資産の減少５億17百万円、投資有価証券の増加22億59百万円等

により、前連結会計年度末と比較して16億23百万円減少の1,092億26百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金の減少10億79百万円、未払法人税等の減少５億19百万円、長期借入金の減少３億43百

万円等により、前連結会計年度末と比較して18億28百万円減少の476億93百万円となりました。

純資産は、配当金の支払い10億９百万円及び四半期純利益３億61百万円等による利益剰余金の減少５億円、その

他有価証券評価差額金の増加６億88百万円により、前連結会計年度末と比較して２億５百万円増加の615億33百万

円となりました。　

以上により、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して1.0ポイント増加して56.2％となりました。　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増減、売上債権の増減額等により前年同期比３億17百万円

(18.8％)増加し、20億10百万円の現金及び現金同等物を得ました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の減少及び前年同期の連結子会社の完全

子会社化による関係会社株式の取得による支出等により支出額が前年同期比８億53百万円(53.6％)減少し、現金

及び現金同等物を７億38百万円使用する結果となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額及び長期借入金の返済による支出により前年同　

期比１億19百万円(25.9％)減少し、３億41百万円の現金及び現金同等物を得ました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末と比較して６億69百万円減少し139億

90百万円となりました。

　

 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第2四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、次のとおりであり

ます。

当第２四半期連結会計期間において、当社茨城支店の会計業務を担当する部門の管理職社員により、不適切な

会計処理が行われていたことが判明し、当社は、第98期、第99期、第100期にわたる有価証券報告書、半期報告書及

び四半期報告書並びに第101期第1四半期の四半期報告書の訂正報告書を提出いたしております。

当社といたしましては、これらの状況を踏まえて、再発防止に向けて当連結会計年度内に以下の改善措置を実

施いたします。

①　会計伝票等入力時の承認手続に関しましては、伝票の入力権限と承認権限をシステム上明確に分離して異

なる適切な権限者に付与し、人為的に承認の無い入力を行うリスクを排除するとともに、業務処理教育を

強化し、上長による実効的な承認手続の実施を徹底いたします。

②　会計業務と販売管理・購買管理業務の職務分離を明確にするため、相互牽制の働く組織に再編成し情報シ

ステムの操作権限も職務権限に整合するかたちで整備いたします。

③　日常的なモニタリング統制がとれるよう管理職の役割を明確化し、有効なモニタリング体制を構築いたし

ます。

　　

 （５）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　　　　　当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 197,735,000

計 197,735,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,137,308 68,137,308
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 68,137,308 68,137,308 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　        該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成21年７月１日

～

平成21年９月30日　

－ 68,137,308 － 7,077 － 366
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２－１－１ 5,544 8.13

日本興亜損害保険株式会社 　〃　千代田区霞が関３－７－３ 4,956 7.27

田島株式会社 　〃　千代田区外神田４－14－１ 4,327 6.35

みずほ信託銀行株式会社　退

職給付信託　みずほ銀行口
　〃　中央区晴海１－８－12 3,255 4.77

株式会社みずほコーポレート

銀行
　〃　千代田区丸の内１－３－３ 2,965 4.35

橋本産業株式会社 　〃　台東区上野１－15－５ 2,710 3.97

リンナイ株式会社 愛知県名古屋市中川区福住町２－26 2,682 3.93

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１－26－１ 2,150 3.15

東燃ゼネラル石油株式会社 　〃　港区港南１－８－15 1,992 2.92

全国ミツウロコ会持株会   〃　千代田区外神田４－14－１ 1,757 2.57

計 － 32,341 47.46

（注）みずほ信託銀行株式会社　退職給付信託　みずほ銀行口の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、3,255千株

であります。

　

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

 （自己保有株式） 

 普通株式 827,200
－ －

 （相互保有株式）

 普通株式 277,900
－ －

完全議決権株式（その他）  普通株式 66,951,400 669,514 －

単元未満株式  普通株式 80,808 － －

発行済株式総数 68,137,308 － －

総株主の議決権 － 669,514 －
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②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ミツウロ

コ

東京都千代田区　

外神田４－14－１
827,200 － 827,200 1.21

（相互保有株式）

新潟サンリン株式

会社

新潟県新潟市中央

区東出来島11－18
271,900 － 271,900 0.39

（相互保有株式）

伊香保ガス株式会

社

群馬県渋川市　　伊

香保町伊香保549

－19

6,000 － 6,000 0.00

計 － 1,105,100 － 1,105,100 1.62

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 590 593 585 594 685 687

最低（円） 532 551 502 530 574 604

　（注）最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,425 32,021

受取手形及び売掛金 8,445 10,714

商品及び製品 2,324 2,470

原材料及び貯蔵品 212 224

繰延税金資産 581 617

その他 1,292 1,553

貸倒引当金 △105 △89

流動資産合計 44,175 47,511

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 14,965

※
 15,630

機械装置及び運搬具（純額） ※
 10,544

※
 11,037

土地 13,054 13,121

建設仮勘定 283 66

その他（純額） ※
 1,280

※
 1,309

有形固定資産合計 40,128 41,164

無形固定資産

のれん 3,480 3,944

その他 668 721

無形固定資産合計 4,148 4,665

投資その他の資産

投資有価証券 10,426 8,166

繰延税金資産 870 905

その他 9,526 8,421

貸倒引当金 △248 △225

投資その他の資産合計 20,574 17,268

固定資産合計 64,851 63,099

繰延資産 199 238

資産合計 109,226 110,849
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,365 8,444

短期借入金 7,751 7,609

未払法人税等 625 1,145

引当金 871 928

その他 3,133 3,043

流動負債合計 19,748 21,170

固定負債

社債 3,000 3,000

長期借入金 15,667 16,010

繰延税金負債 1,873 1,564

退職給付引当金 1,768 1,774

その他の引当金 916 904

負ののれん 17 24

その他 4,700 5,071

固定負債合計 27,944 28,350

負債合計 47,693 49,521

純資産の部

株主資本

資本金 7,077 7,077

資本剰余金 5,843 5,843

利益剰余金 48,049 48,550

自己株式 △572 △571

株主資本合計 60,399 60,900

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,326 638

繰延ヘッジ損益 △302 △315

評価・換算差額等合計 1,023 322

少数株主持分 109 105

純資産合計 61,533 61,328

負債純資産合計 109,226 110,849
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 74,556 57,509

売上原価 62,007 44,437

売上総利益 12,548 13,071

販売費及び一般管理費 ※
 11,500

※
 12,096

営業利益 1,048 974

営業外収益

受取利息 120 86

受取配当金 111 109

その他 231 239

営業外収益合計 463 435

営業外費用

支払利息 250 277

その他 134 152

営業外費用合計 384 430

経常利益 1,127 979

特別利益

固定資産売却益 413 41

事業譲渡益 － 393

その他 74 14

特別利益合計 487 448

特別損失

固定資産除却損 － 177

投資有価証券評価損 293 103

その他 161 0

特別損失合計 455 281

税金等調整前四半期純利益 1,160 1,146

法人税、住民税及び事業税 913 759

法人税等調整額 △9 21

法人税等合計 904 780

少数株主利益又は少数株主損失（△） △62 5

四半期純利益 318 361
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 36,941 28,203

売上原価 31,018 22,308

売上総利益 5,922 5,895

販売費及び一般管理費 ※
 5,787

※
 6,269

営業利益又は営業損失（△） 134 △374

営業外収益

受取利息 69 41

受取配当金 14 8

受取保険金 － 57

その他 140 93

営業外収益合計 224 201

営業外費用

支払利息 127 140

その他 81 77

営業外費用合計 209 218

経常利益又は経常損失（△） 149 △391

特別利益

固定資産売却益 413 39

事業譲渡益 － 393

その他 58 34

特別利益合計 472 466

特別損失

固定資産除却損 － 119

投資有価証券評価損 293 －

その他 126 0

特別損失合計 420 120

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

201 △44

法人税、住民税及び事業税 409 292

法人税等調整額 △130 △200

法人税等合計 279 91

少数株主利益又は少数株主損失（△） △139 2

四半期純利益又は四半期純損失（△） 61 △138
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,160 1,146

減価償却費 2,035 2,263

減損損失 56 －

のれん償却額 84 120

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △33

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 16

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 38

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） － △53

受取利息及び受取配当金 △232 △196

支払利息 250 277

持分法による投資損益（△は益） － 21

投資有価証券売却損益（△は益） － △10

投資有価証券評価損益（△は益） 293 103

固定資産除売却損益（△は益） △413 136

事業譲渡損益（△は益） － △393

売上債権の増減額（△は増加） 2,366 2,310

たな卸資産の増減額（△は増加） △52 158

仕入債務の増減額（△は減少） △775 △1,086

その他 191 167

小計 4,964 4,987

利息及び配当金の受取額 270 249

利息の支払額 △243 △291

法人税等の支払額 △664 △1,245

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,327 3,701

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △1,276

定期預金の払戻による収入 － 225

有形固定資産の取得による支出 △3,701 △1,030

有形固定資産の売却による収入 673 249

無形固定資産の取得による支出 △810 △341

無形固定資産の売却による収入 421 －

事業譲渡による収入 － 354

投資有価証券の取得による支出 － △1,301

投資有価証券の売却による収入 － 5

関係会社株式の取得による支出 △840 △10

短期貸付金の増減額（△は増加） － △2

長期貸付けによる支出 － △34

長期貸付金の回収による収入 － 15

その他 42 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,214 △3,175
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △376 △315

長期借入れによる収入 2,572 1,000

長期借入金の返済による支出 △691 △885

リース債務の返済による支出 － △48

自己株式の取得による支出 － △0

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △866 △1,001

その他 275 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 914 △1,253

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,026 △728

現金及び現金同等物の期首残高 12,228 14,660

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 58

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 13,254

※
 13,990
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

非連結子会社であった㈱三鱗、㈱メックサービス及び大

阪ミツウロコ流通㈱は重要性が増加したため、連結の範囲

に含めております。

(2)変更後の連結会社の数

　 38社

　　　 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除却損」は、特別

損失総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとし、前第２四半期連結累計期間

の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は52百万円であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「退職給付引当金の増減額（△は減少）」、「役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）」、「貸倒引当金の増減額

（△は減少）」、「関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少）」及び「持分法による投資損益（△は益）」は重要

性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとし、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によ

るキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる各項目はそれぞれは176百万円、△28百万円、△26百万円、△５百万円及

び１百万円であります。

　前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「定期預金の預入による支出」、「定期預金の払戻による収入」、「投資有価証券の取得による支出」、「投資有価証

券の売却による収入」、「短期貸付金の増減額（△は増加）」、「長期貸付けによる支出」及び「長期貸付金の回収によ

る収入」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとし、前第２四半期連結累計期間の

「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる各項目はそれぞれ△1,163百万円、958百万円、△０百万

円、１百万円、△０百万円、△１百万円及び７百万円であります。

　前第２四半期連結累計期間において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「自己株式の取得による支出」及び「自己株式の売却による収入」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計

期間では区分掲記することとし、前第２四半期連結累計期間の「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に

含まれる各項目はそれぞれ△０百万円、０百万円であります。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取保険金」は、営業外

収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとし、前第２四半期連結会計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「受取保険金」は43百万円であります。

　前第２四半期連結会計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除却損」は、特別

損失総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとし、前第２四半期連結会計期間

の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は31百万円であります。　
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合に、前連

結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、33,660百万円であり

ます。

※　　有形固定資産の減価償却累計額は、34,225百万円であり

ます。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

給料手当 2,337　百万円

賞与引当金繰入額 826 

役員賞与引当金繰入額 11 

退職給付費用 143 

役員退職慰労引当金繰入額 47 

減価償却費 1,463 

のれん償却額 84 

貸倒引当金繰入額 49 

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

給料手当 2,282　百万円

賞与引当金繰入額 860 

役員賞与引当金繰入額 13 

退職給付費用 149 

役員退職慰労引当金繰入額 62 

減価償却費 1,394 

のれん償却額 127 

貸倒引当金繰入額 58 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

給料手当 1,203　百万円

賞与引当金繰入額 367 

役員賞与引当金繰入額 4 

退職給付費用 67 

役員退職慰労引当金繰入額 24 

減価償却費 792 

のれん償却額 42 

貸倒引当金繰入額 47 

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

給料手当 1,180　百万円

賞与引当金繰入額 416 

役員賞与引当金繰入額 5 

退職給付費用 77 

役員退職慰労引当金繰入額 29 

減価償却費 786 

のれん償却額 63 

貸倒引当金繰入額 24 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

 (百万円) 

現金及び預金勘定 29,774 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △16,174 

預入期間はないが実質的に拘束され　

ている預金

△346 

現金及び現金同等物 13,254 

 

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成21年９月30日現在）

 (百万円) 

現金及び預金勘定 31,425 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △17,092 

預入期間はないが実質的に拘束され　

ている預金

△342 

現金及び現金同等物 13,990 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　68,137千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 922千株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月13日

取締役会
普通株式 1,009 15平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

四半期報告書

20/27



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
エネル
ギー事業
（百万円）

賃貸事業
 

（百万円）

風力発電
　事業
（百万円）

その他事業
 

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連　結
 

（百万円）

　　売　　上　　高        

（1）外部顧客に対する売上高 36,106 296 181 355 36,941 － 36,941

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
61 3 － 422 487 (487) －

計 36,168 300 181 778 37,428(487)36,941

　　営業利益又は営業損失(△) △140 100 △100 373 233 (98) 134

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 

エネル
ギー事業
　
（百万円）

賃貸事業
 
　

（百万円）

風力発電
事業
　
（百万円）

アミュー
ズメント
事業
（百万円）

その他事業
 
　

（百万円）

計
 
　

（百万円）

消去又は
全社
　
（百万円）

連　結
 
　

（百万円）

　　売　　上　　高         

（1）外部顧客に対

する売上高
26,874 486 236 293 312 28,203 － 28,203

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

78 51 － － 316 446 (446) －

計 26,953 538 236 293 628 28,650(446)28,203

　　営業利益又は営業

損失(△)
△453 121 △94 △124 320 △231 (143) △374

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
エネル
ギー事業
（百万円）

賃貸事業
 

（百万円）

風力発電
事業
（百万円）

その他事業
 

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連　結
 

（百万円）

　　売　　上　　高        

（1）外部顧客に対する売上高 72,919 592 430 613 74,556 － 74,556

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
131 7 － 831 970 (970) －

計 73,051 600 430 1,44475,526(970)74,556

　　営業利益又は営業損失(△) 848 210 △102 313 1,270 (222) 1,048
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当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 

エネル
ギー事業
　
（百万円）

賃貸事業
 
　

（百万円）

風力発電
事業
　
（百万円）

アミュー
ズメント
事業
（百万円）

その他事業
 
　

（百万円）

計
 
　

（百万円）

消去又は
全社
　
（百万円）

連　結
　
 

（百万円）

　　売　　上　　高         

（1）外部顧客に対

する売上高
54,918 975 455 588 570 57,509 － 57,509

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

123 101 － － 572 797 (797) －

計 55,0421,077 455 588 1,14258,307(797)57,509

　　営業利益又は営業

損失(△)
913 253 △209 △251 532 1,239 (264) 974

　

（注）１．（1）事業区分の方法

当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理

区分に基づき、下記（2）による事業区分としております。

（2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

事　業　区　分 主要商品並びに営業品目

エネルギー 事  業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の住宅設備

機器

賃　 貸 　事 　業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

風 力 発 電 事 業 電力会社への売電

アミューズメント事業 ボウリング場や温浴施設等の遊戯娯楽施設の経営

そ  の  他  事 業リース業、保険代理業及び飲料水の製造販売

　

　　　２．事業区分の方法の変更

従来、「ボウリング場や温浴施設等の遊戯娯楽施設の経営」については、「その他事業」に含めておりまし

たが、事業内容をより明確にするため、「その他事業」から分離しセグメントの名称を「アミューズメント事

業」といたしました。

なお、前第２四半期連結会計期間及び前第２四半期連結累計期間の「売上高」及び「営業利益又は営業損失

(△)」には、「アミューズメント事業」の「売上高」及び「営業利益又は営業損失(△)」は含まれておりませ

ん。また、当第１四半期連結会計期間のセグメント情報を、当第２四半期連結会計期間において用いた事業区分

の方法により区分すると次のようになります。

　

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 

エネル
ギー事業
　
（百万円）

賃貸事業
 
　

（百万円）

風力発電
事業
　
（百万円）

アミュー
ズメント
事業
（百万円）

その他事業
 
　

（百万円）

計
 
　

（百万円）

消去又は
全社
　
（百万円）

連　結
　
 

（百万円）

　　売　　上　　高         

（1）外部顧客に対

する売上高
28,044 488 219 294 258 29,305 － 29,305

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

45 50 － － 256 351 (351) －

計 28,089 538 219 294 514 29,656(351)29,305

　　営業利益又は営業

損失(△)
1,367 132 △114 △127 212 1,470 (121) 1,348
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）に本邦以外の

国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため所在地別に関するセグメント情報の記載事項は

ありません。

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）に海外売上高

がないため海外売上高に関するセグメント情報の記載事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 913.84円 １株当たり純資産額 910.85円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.77円 １株当たり四半期純利益金額 5.37円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 318 361

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 318 361

期中平均株式数（千株） 66,776 67,215

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0.92円 １株当たり四半期純損失金額 2.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） 61 △138

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
61 △138

期中平均株式数（千株） 66,994 67,214

　

（重要な後発事象）

　　  該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ

取締役会　御中

あ　ず　さ　監 査 法 人

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 和田　正夫　　印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 髙尾　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツウロコ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る訂正報告書の四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツウロコ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

追記情報

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基

づき、四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを行った。

　　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

株式会社ミツウロコ

取締役会　御中

あ　ず　さ　監 査 法 人

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 和田　正夫　　印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 髙尾　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツウロコ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツウロコ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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